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家族支援講座
子ども発達支援担当では、3つの講座をYouTube配信します。
視聴したい講座を、配信期間中いつでもご覧になれます。

♦配信期間・申込期間 10月2日(月)～11月5日(日)

♦対象 子ども発達支援担当で来所相談をしている保護者、及び藤沢市在住・在勤の方。

♦申込方法 子ども家庭課ホームページ、またはQRコードを読み取って、

電子申請にてお申込みください。

お申込みいただいた方には、動画視聴のURL等をお送りします。

↑申込QRコード

【問合せ】藤沢市 子ども家庭課 子ども発達支援担当

☎0466－50－3569

✉ fj1-kodomo-ss@city.fujisawa.lg.jp

講座名 講 師 対象者/内容

発達に偏りがある子の就学準備

１．就学にともなう変化・
発達凸凹キッズとは

２．学校で困り感が生じやすい場面
～発達凸凹キッズあるある～

３．就学に向けた準備と
就学後について

子ども家庭課
子ども発達支援担当

心理士

対象：年長児の保護者

就学による生活環境の変化へ向け、発達に特性があるお子
さんがよりスムーズに小学校生活をスタートするための準
備についてお話しします。

不器用のしくみ
～感覚と運動の話～

１．体の動きに大切な感覚の話
２．上手に体を動かすために

必要なこと
３．対応のヒント

子ども家庭課
子ども発達支援担当

作業療法士

対象：未就学児の保護者

『環境（もの・場所・人など）に合わせた、身体の使い方
について支援する』のが、作業療法士の役割です。
この講座では、体の動きに大切な感覚のことや、上手に体
を動かすために必要なことについて知っていただき、感覚
の受け取り方に偏りのある“不器用な子”に必要な、対応
のヒントをお話します。

ことばとコミュニケーション

１．「ことばをしゃべる」って
どんなこと？

２．ベースとなる力
３．ベースとなる力を育てよう

子ども家庭課
子ども発達支援担当

言語聴覚士

対象：おおむね３歳児以下のお子さんの保護者

ことばの発達には、年齢ごとに段階があります。意味のあ
ることばを発するには、ベースとなる様々な能力の成長が
必要です。ことばを育てるために大切なことや、日々の関
わり方のヒントについてお話します。


